
（別紙３）

～ 令和　８　年　２　月　１０　日

（対象者数） 　２２名 （回答者数） １５名

～ 令和　８　年　２　月　１０　日

（対象者数） 　７名 （回答者数） 　７名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

運動レクリエーションなど楽しく体を動かしながら、ルール

の理解、場に合わせた行動が出来るように練習を行っていま

す。言葉だけでは難しい場合には、選択肢を設けたり視覚的

な支援も併せて行う様にしています。

2
就労移行支援事業所の方と関りを持ちながら就労への意識を

した活動を行っています。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
他者との関りが苦手な児童も居るため、少人数から関わるな

ど、関りやすい方法などを検討して行きます。

2

部会等の参加や外部研修を職員全体で参加し研修の幅を広

げ、全体的に意識を行う事が出来る環境作りが必要ですので

検討を行います。

3

○事業所名 放課後等デイサービス　ぱれっと弐番館

○保護者評価実施期間
令和　８　年　１　月　１２　日

○保護者評価有効回答数

令和　８　年　１　月　１２　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　８　年　２　月　１０　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域方との関り等が不足しています。

地域の施設やお店等を利用させて頂きながらの活動を行う事は

出来ていますが、地域の方と一緒に活動などを行う機会が少な

いので、地域の方も参加できる活動などが出来るように検討を

行っていく。

外部への研修、外部講師の研修が不足してます。
事業所内や動画での研修が多く、直接的に質問や幅広い意見交

換を行う事が出来ていない。

中高生の児童が中心の事業所をなっております。同世代のお友

達との関わりを持つ事が出来ていました。

集団活動やSSTを通して、同世代のお友達との関りを増やす場

を設けています。その中で、児童同士での話し合いや自分たち

で考える時間を設けるようにしていまさう。

保育士・作業療法士・児童指導員等の専門の職員が連携しなが

ら支援を行う様にしています。

就労に向けた作業学習を取り入れるようにしています。座って

取り組むものや調理等での計量なども積極的にも沢山挑戦して

もらっています。

事業所における自己評価総括表公表


